
                             

                             

                             

                             

 [第 302号］             北日野公民館だより              令和 3年 5月 14日  

 

 
 

公
共
事
業
は
も
っ
と
地
元
に
配
慮
を 

  

そ
も
そ
も
公
共
事
業
と
は
国
民
全
体
に
利
益
が

あ
る
は
ず
だ
。
一
部
と
い
え
ど
も
住
民
の
不
安
が

あ
る
場
合
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に

地
係
住
民
の
生
活
に
支
障
を
き
た
す
も
の
な
ら
、

そ
の
事
業
は
公
共
事
業
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。 

仮
称
南
越
駅
の
全
貌
が
見
え
て
き
た
。
約300m

の

駅
舎
が
無
機
質
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
線
路
は

神
の
宿
る
日
野
山
の
ど
て
っ
腹
に
穴
を
開
け
た
。

地
係
の
大
屋
町
に
対
し
て
新
幹
線
事
業
の
説
明
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
中
で
大
屋
町
の
求
め
る

交
通
安
全
対
策
を
し
な
い
ま
ま
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
で
農
道
が
３
カ
所

分
断
さ
れ
る
。
駅
利
用
車
と
農
耕
車
が
交
差
す
る

と
こ
ろ
に
安
全
対
策
と
し
て
信
号
機
の
設
置
を
お

願
い
し
て
い
る
。
駅
利
用
者
に
と
っ
て
も
交
通
安

全
は
重
要
だ
。
と
こ
ろ
が
信
号
機
は
管
轄
す
る
県

警
が
認
め
て
く
れ
な
い
と
か
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は

お
金
が
か
か
り
現
実
的
で
は
な
い
と
か
で
進
ん
で

い
な
い
。
地
元
の
不
安
を
無
視
す
る
事
業
は
公
共

事
業
と
は
い
え
な
い
。
死
人
が
出
て
か
ら
信
号
機

設
置
し
て
も
遅
い
。
今
後
、
駅
か
ら
岩
内
、
庄
田

方
面
に
作
ら
れ
る
ア
ク
セ
ス
道
に
も
悪
い
影
響
が

あ
る
。
住
民
の
命
を
守
る
安
全
対
策
は
担
保
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

敦
賀
ま
で
開
業
さ
れ
る
と
不
便
に
な
る
。
関
西
、

中
京
、
東
京
に
行
く
場
合
に
敦
賀
で
列
車
を
乗
替

え
な
い
と
い
け
な
い
。
在
来
線
は
３
セ
ク
の
営
業

に
な
り
、
し
ら
さ
ぎ
、
雷
鳥
の
特
急
列
車
は
敦
賀

止
ま
り
に
な
る
か
ら
。
新
幹
線
事
業
は
も
っ
と
地

元
に
配
慮
が
必
要
だ
。
約
半
世
紀
続
い
て
き
た
米

種
子
生
産
事
業
も
失
わ
れ
た
。
全
く
、
新
幹
線
は

迷
惑
施
設
だ
。 

Ｔ
・
Ｎ 

 

 

水鏡  小野谷町 

北日野地区の人口  4,362名(4月比 -4）（男 2,089名 女 2,273名）外国人含む 1,587世帯(4月比-1） 令和 3 年 5 月１日現在 



                             

                             

                             

                             

令和３年度自治振興会役員（敬称略） 

会 長  大塚 敏郎 

副 会 長  大塚 孝一 

副 会 長  三好 弘幸 

副 会 長  山田 節子 

事務局 長  土田 信義 

会計責任者  河端 勝実 

       <地区の将来像＞   豊かな自然と誇れるふるさとづくり         令和 3年 5月 14日（2） 

 

主な各種団体長 （順不同・敬称略） 

区 長 会  大 塚  敏 郎（平林町） 

体 育 協 会  大 塚  孝 一（平林町） 

いきいきシニアクラブ  野 村  宗 雄（矢船町） 

清 流 会  伊 藤  公 俊（大手町） 

小 学 校  Ｐ Ｔ Ａ  小 淵  憲 二（平林町）  

子 ど も 会 育 成 連 絡 協 議 会  小 泉  晴 彦（矢船町） 

消 防 団  伊 藤  正 之（大手町） 

防 犯 隊  川 崎  悟 司（矢船町） 

交 通 安 全 協 会  笠 嶋  龍 夫（西谷町） 

自 警 消 防 連 合 会  土 田  信 義（帆山町） 

民 生 児 童 委 員 協 議 会  寺 嶋   誠（西谷町） 

ス ポ ー ツ 文 化 ク ラ ブ  玉川  喜一郎（西尾町） 

日 赤 奉 仕 団  大 塚  恵 子（平林町） 

食 生 活 改 善 推 進 員 会  河 端  悦 子（西尾町） 

認定こども園北日野保護者 会  加 藤  雄 介（向新保町） 

児 童 を 見 守 る 会  山 田  義 則（矢放町） 

万 葉 中 学 校  P T A  橋 詰  徹 也（庄田町） 

６月 ６日（日）  

地区体育祭  

→ 日程調整規模縮小予定 

 

６月１３日（日）  

敬老のつどい 

 → 日程変更規模縮小予定 

４
月
１７
日
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
を
講

じ
た
上
で
第
１８
回
定
期
総
会
を
開
催
し
令
和

３
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
渦
の
た
め
体
育
祭
、
敬
老
の
つ
ど
い

な
ど
地
域
の
親
睦
と
融
和
を
深
め
る
活
動
が

難
し
い
中
、
地
域
の
防
災
安
全
や
福
祉
介
護
な

ど
今
だ
か
ら
出
来
る
活
動
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
特
別
事
業
の
歴
史
古
道
整
備
事
業
も
継
続

し
ま
す
。
皆
様
も
是
非
一
度
、
工
事
中
の
北
陸

新
幹
線
が
一
望
で
き
る
帆
山
神
社
か
ら
大
屋

町
の
ど
ん
ぐ
り
山
ま
で
の
コ
ー
ス
を
歩
い
て

み
て
下
さ
い
。
ま
た
「
北
日
野
の
歴
史
・
史
跡
」 

の
冊
子
発
行
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
も
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

             
 
 
 
 

北
日
野
地
区
自
治
振
興
会
会
長 

 

 

市健康増進課☎（24-2221）へ必ずご連絡を 

完全予約制です。 
 

６月１６日（水）・６月１７日（木） 

北日野体育館（公民館隣） 

※病院での健診を希望される方は、病院に事前予約を※ 

集 団 健 診 の お 知 ら せ 

北日野地区が 

「防火・防災モデル地区」 

に指定されました！ 
 

越前市防火・防災委員会から、北日野地区が

令和３年度の「防火・防災モデル地区」に指定

されました。防火・防災モデル地区は、年度ご

とに市内 2地区を指定し、住民の皆様の防火防

災意識の高揚を図ることを目的としておりま

す。この機会に、日頃の防火・防災について家

族ぐるみ、地域ぐるみで考えてみましょう。 

なお、新型コロナウイルス感染症の今後の動

向をみながら、各種行事等を計画して 

まいります。地区の皆様のご理解とご 

協力をお願いいたします。 

 

≪主な行事予定≫ 

◆防火訪問（一般のご家庭と一人暮らしの高齢

者宅） 

◆防火・防災・救急の各講習会（地区・町内・

各種団体単位） 

◆防災訓練（地区・消防・越前市合同訓練） 

◆防火・防災展等（文化祭） 

◆防火豆まき（認定こども園北日野） 

〔 

（〔問い合わせ先〕南越消防組合 東消防署予防指導課 ☎４３-０１１９ 
 



                             

                             

                             

                             

 （3）令和 3年 5月 14日   <地区の将来像>暮らしの安全、快適生活とインフラ整備             

北日野駐在所だより №38  
絵てがみ便 

 

我
が
家
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
的
存
在
の
次
男 

CM
の
フ
レ
ー
ズ
や
、
ド
ラ
マ
の
セ
リ
フ
、
芸
人
の

ギ
ャ
グ
な
ど
、
自
分
が
気
に
入
っ
た
も
の
を
す
ぐ
に

覚
え
て
家
族
に
披
露
し
、
家
族
み
ん
な
を
い
つ
も
笑

顔
に
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
そ
ん
な
次
男
だ
か
ら

こ
そ
の
悩
み
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
写
真
で
す
。
次

男
は
写
真
を
撮
る
時
、
い
つ
も
面
白
い
顔
、
い
わ
ゆ

る
変
顔
を
す
る
の
で
す
。
撮
っ
た
写
真
を
確
認
す
る

と
大
半
が
変
顔
写
真
。
卒
園
写
真
の
よ
う
な
大
事
な

写
真
の
と
き
で
す
ら
変
顔
を
す
る
の
で
は
?!
と
、
今

か
ら
不
安
で
す
。
で
す
が
次
男
が
成
長
し
、
そ
ん
な

変
顔
写
真
を
家
族
み
ん
な
で
笑
い
な
が
ら
見
て
い

る
そ
ば
で
、
次
男
だ
け
が
バ
ツ
が
悪
そ
う
な
顔
を
し

て
い
る
姿
を
想
像
す
る
と
、
そ
れ
は
そ
れ
で
微
笑
ま

し
い
と
考
え
て
し
ま
う
自
分
も
い
た
り
し
ま
す
。 

次
男
の
成
長
が
、
こ
の
悩
ま
し
く
も
微
笑
ま
し
い
変

顔
写
真
問
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
き

た
い
で
す
。 

    

認
定
こ
ど
も
園
北
日
野
保
護
者 

 
 

 

 

知
っ
て
る
よ
う
で 

 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い 

私
た
ち
の
郷
土
に
は
地
元
の
人
に
さ
え
あ
ま
り
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
隠
れ
た
歴
史
が
あ
る
よ
う
で
す 

北
日
野
の
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和 

20 

休館日  毎週月曜日 

今後の予定 
5月 25日（火）自治振興会企画委員会 
6月 6 日（日）村国山魅力アップ事業 
6月 15日（火）きたひのセミナー“ヨガ教室” 

おことわり：新型コロナウイルス感染状況により、行事を中止または変更させて頂く場合がございます。 

また、当日咳や発熱等の症状がある場合は参加をお断りさせて頂く事があります。あらかじめご了承ください。    

自主講座かるた教室生徒募集！ 

対  象 ： 小学生以上 

練習曜日 ： 毎週土曜日 

練習時間 ： 午前、午後、相談に応じます 

       公民館へ連絡してください  

先生と調整させていただきます 

練習場所 ： 北日野公民館 和室 

先  生 ： 古川 雅一 先生 

連 絡 先 ： 北日野公民館    

23-4603 

 

  
 

      

こ
ん
な
ト
ン
ネ
ル 

何
時 

誰
が
堀
っ
た
の
？ 

村
国
山
の
南
西
（
日
野
川
近
く
）
に 

岩
盤
を
く
り
抜

い
た
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
帆
山
村
と
村
国
村

と
の
行
き
来
が
不
便
で
あ
り 

昭
和
七
年
（
１
９
３
２
年
） 

現
在
の
林
病
院
の
院
長
が
発
起
し
て 

元
・
中
竜
鉱
山

（
大
野
市
和
泉
村
）
で
採
掘
を
し
て
い
た
村
国
の
小
山
五

郎
助
と
い
う
技
術
者
に
依
頼
し
て
造
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し 

こ
の
ト
ン
ネ
ル
（
長
約 

約
６
０
ｍ
）
は
五
郎
助
が

一
人
で
１
５
年
の
歳
月
を
掛
け
て
完
成
さ
せ
た
と
い

う
こ
と
で
驚
き
で
す
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

完
成
し
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
（１
９
４
７
年
）
で
ト
ン 

ネ
ル
の
完
成
に
よ
り
村
国
側
と
帆
山
村
は
勿
論 

矢
放
村
な
ど
も
非
常
な
恩
恵
を
受
け
た
と
の
こ
と

で
す
。
そ
の
後 

日
野
川
の
堤
防
道
が
整
備
さ
れ 

や
が
て
こ
の
役
目
を
終
え
た
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

以
前 

北
日
野
地
区
の
生 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

徒
が
武
生
第
三
中
学
校
へ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

通
学
し
て
い
た
時
代
に
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

こ
の
近
道
を
頻
繁
に
利
用 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

現
在
は
危
険
な
為 

通
行 

 

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

                          

ニュースポーツ講座参加者募集！ 
 

毎週木曜日、9時 30分から 11時まで、北日
野体育館（ミニ体育館）で、ニュースポーツ
講座をやっています。 
毎週参加できなくても大丈夫！時間があると
きに来てください。初心者でも大丈夫です。 
楽しい笑いのある時間を共有しませんか。 
お待ちしています。 

問合せ：北日野公民館 23-4603 

私
の
子
育
て
奮
闘
記 

73 

ヨガ教室 
 6月 15日（火）１９時～ 

詳細は別紙チラシをご覧ください     

きたひのセミナー 
      

【巡回連絡】とは、交番・駐在所の警察官が地域住民の日
常生活の安全と平穏を確保するため、皆さんのお宅を訪問
して 
・地域の犯罪や交通事故の発生状況等の情報提供 
・意見（困りごと）や要望の把握 
・事件事故や大規模災害発生時の安否確認等に活用する 
ための家族構成や緊急連絡先の把握 

を行う活動です。 
【巡回連絡】にて提供いただいた情報は、警察活動のみに 
活用させていただきますので、ご理解とご協力を 
お願い致します。 

 



                             

                             

                             

                         

［第 302 号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成   令和 3年 5月 14日(4)  

表
紙
の
俳
句
は
、
北
日
野
俳
句
会 

平
井
圭
子
さ
ん
（
大
屋
町
）
の
作
品
で
す 

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 
E-mail:kitahino@es.ttn.ne.jp  

《Web きたひのつうしん》https://happy.ap.teacup.com/kitahino/  

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

  E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp  

http://www.city.echizen.lg.jp/office/090/050/100/index.html 

メ
ー
ル
投
稿
、
原
稿
な
ど
は 

←
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

 

車
道
脇
の
樹
本
に
巻
き
つ
い
て
上
に
伸
び
て

い
る
落
葉
の
つ
る
性
木
本
。
特
に
麓
の
展
望
台
か

ら
多
く
の
フ
ジ
の
花
が
見
ら
れ
る
。
葉
は
互
生
で

複
葉
長
さ
20
～
30

cm
で
11
～
19
枚
の
小
葉
、

巾
3

cm
長
さ
7

cm
あ
ま
り
。
花
序
は
30

cm
ほ

ど
た
れ
下
が
り
う
す
紫
色
の
蝶
形 

の
花
を
つ
け
る
。
花
は
基
部
か
ら 

下
へ
と
咲
い
て
い
く
。
実
は
豆
の 

よ
う
に
さ
や
に
な
り
長
さ
10

cm 

以
上
で
毛
が
密
生
し
平
た
く
か
た 

い
。
中
に
平
た
い
種
子
が
入
っ
て 

い
る
。
つ
る
の
巻
き
方
で 

右
巻
き
は
ノ
タ
フ
ジ
、 

左
巻
き
は
ヤ
マ
フ
ジ
で
あ
る
。 

            

《
カ
キ
ド
オ
シ
（
シ
ソ
科
）》 

 

麓
の
車
道
脇
の
草
地
や
登 

山
道
脇
に
多
く
生
え
て
い
る 

つ
る
性
の
多
年
草
。
茎
は
四 

角
ば
り
で
は
じ
め
直
立
す
る 

が
花
後
は
つ
る
を
出
し
て
地 

面
を
は
い
1

m
に
も
な
る
。 

葉
は
対
生
し
長
い
柄
が
あ
る
。 

3

cm
ほ
ど
の
丸
い
葉
に
は 

あ
ら
い
浅
い
切
れ
込
み
が
あ 

る
。
葉
の
腋
に
う
す
紫
色
の
唇
形

の
花
を
1
～
3
こ
段
に
な
っ
て

つ
け
る
。
が
く
は
5
つ
に
切
れ
花

び
ら
の
下
唇
に
は
紫
色
の
斑
点
が

あ
る
お
し
べ
4
本
の
う
ち
2
本

は
長
い
。
垣
根
を
越
え
て
伸
び
る

こ
と
か
ら
名
が
つ
い
た
。
よ
く
似

た
花
を
つ
け
る
も
の
に
キ
ラ
ン
ソ

ウ
が
あ
る
。
茎
が
地
面
を
覆
う
こ

と
か
ら
ジ
ゴ
ク
ノ
カ
マ
ノ
フ
タ
と

も
い
う
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《
フ
ジ
（
マ
メ
科
）
》 

      
キランソウ ↑ 

 

 

 

 

 昨年度は【日野山・新幹線】の絵を、ちぎり絵で

完成させました。今年度は、同じ絵をおりづるで

作ります！公民館へ寄られたついでに『つる』を

折って下さい。お家で『つる』を折り持ってきて

下さい。詳細は別紙ちらしをご覧下さい。 

 

 

皆さん、【シトラスリボン】ってご存知ですか。コロナ禍

で生まれた差別・偏見をなくそうと愛媛から生まれたプロ

ジェクトです。感染が確認された方々、私たちの暮らしを

守り支えてくれる医療従事者の方々等が、それぞれの暮ら

しの場で“ただいま”“おかえり”と言い合える北日野であ

ることを願い企画しました。詳細は、別紙ちら 

しをご覧下さい。皆さんのご参加を、お待ちし 

ています。 


